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な
く
、
介
護
保
険
制
度
の

枠
組
み
か
ら
外
れ
、
行
政

支
援
も
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。 

 

今
回
の
一
般
質
問
を
す

る
に
当
た
り
、
福
岡
県
内

外
の
宅
老
所
を
訪
ね
ま
し

た
。
地
元
・
古
賀
の
「
ひ

よ
り
茶
屋
」
（
古
賀
市
花

見
東
7
丁
目
）
の 

地域介護と防災教育の充実を！ 

□
地
元
を 

    
駆
け
る
日
々 

秋
に
入
り
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
を
は
じ
め
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
日
々
。

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
み
な
さ

ん
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

古
賀
の
年
末
と
い
え
ば
も
ち

つ
き
。
ま
た
、
地
域
の
防
犯

活
動
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
に

も
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

田辺一城の 

発 信 箱 

 

毎
日
が
目
ま
ぐ

る
し
く
過
ぎ
ま
す
。

夏
祭
り
を
終
え
、 

□
介
護
と
防
災
に
成
果 

 

9
月
議
会
の
一
般
質
問
で

は
、
地
域
共
生
型
介
護
の
あ

り
方
を
知
事
に
問
い
ま
し
た
。

高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い
る

の
に
、
県
の
将
来
像
が
明
確

で
は
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

特
に
、
古
賀
で
も
頑
張
っ
て

い
る
「
宅
老
所
」
の
支
援
を

求
め
、
知
事
は
前
向
き
な 

 

取
り
組
み
を
約
束
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
来

年
度
に
防
災
教
育
の
「
研
究

指
定
校
」
を
設
置
す
る
よ
う

提
案
し
、
教
育
長
が
受
け
入

れ
ま
し
た
。 

□
新
事
務
所
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ 

 

11
月
1
日
、
事
務
所
を
古

賀
市
役
所
前
に
開
設
し
ま
し

た
（
本
紙
題
字
下
に
住
所
）
。

月
・
火
・
木
・
金
の
午
前
9

時
半
～
午
後
5
時
半
に
開
い

て
い
ま
す
。
地
域
の
ご
要
望

や
ご
連
絡
を
は
じ
め
、 

 

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た

だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
政
治

活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た

め
、
「
声
」
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。 

□
再
び
一
般
質
問
へ 

 

12
月
議
会
は
12
月
1
日
～

20
日
で
す
。
再
び
一
般
質
問

で
登
壇
し
ま
す
。
地
元
の
活

動
や
全
国
各
地
の
視
察
を
踏

ま
え
、
今
回
も
知
事
に
し
っ

か
り
と
問
題
提
起
し
、
前
向

き
な
回
答
を
引
き
出
す
べ
く

臨
み
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

質問のテーマ 答弁者 答弁の内容＝成果 

宅老所などの地域介
護の充実を 

知事 
社会のニーズ、実態を
把握し、支援を考える 

防災教育の研究校
を指定すべき 

教育長 
県内の小中学校に研
究指定校を設置する 

～田辺の一般質問のポイント（9月議会）～  

行政による在宅支援を 

 
 

菊
池
晶
誉
さ
ん
、

全
国
に
先
駆
け
て
開
設

し
た
「
宅
老
所
よ
り
あ

い
」
（
福
岡
市
中
央
区

）
の
下
村
恵
美
子
さ
ん

に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。 

 

宅
老
所
を
支
援
し
て

い
る
先
進
地
が
佐
賀
県

。
近
年
、
国
の
姿
勢
に

関
わ
り
な
く
、
知
事
主

導
で
普
及
に
取
り
組
む

政
策
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
県
内
で
「
全
小

学
校
区
に
1
カ
所
」
を

目
標
に
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
佐
賀
県
を
訪

ね
、
民
間
で
先
頭
に
立

っ
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
た
す
け
あ
い
佐
賀
」

（
佐
賀
市
）
の
西
田
京

子
代
表
に
話
を
聞
く
と

と
も
に
、
佐
賀
県
神
埼

市
の
「
宅
老
ち
よ
だ
」

（
古
川
雅
子
代
表
）
な

ど
の
現
場
を
視
察
し
、

質
問
に
生
か
し
ま
し
た

。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
感
謝
し
ま
す
。 

 

宅
老
所
は
民
家
を

活
用
し
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
宿
泊
を
伴
い

ま
す
。
高
齢
者
家
族

と
信
頼
関
係
を
築
い

て
地
域
に
根
差
し
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
の
中
、
在
宅
介

護
を
協
力
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
法
令
に
定
義
が 

宅
老
ち
よ
だ
 に
て
 



一般質問の 

詳報 

      ＜田辺かずき プロフィール＞ 
1980年5月16日生まれ 
1987年 暁の星幼稚園 卒園 
1993年 花鶴小学校 卒業 
1996年 古賀中学校 卒業 
1999年 福岡県立福岡高校 卒業 
2003年 慶應義塾大学法学部法律学科 卒業 
     毎日新聞社 入社／福井支局 配属 
           原発事故や災害弱者、日本人拉致問題などを取材 
2006年 大阪本社社会部 配属 
     橋下徹・大阪府知事、大阪府警、甲子園などを担当 
     福祉問題、地域活性化、国際紛争などにも取り組む 
2011年 福岡県議会議員 初当選 
     毎日新聞社 退社 
〔所属〕 厚生労働環境委員会、国際交流推進対策調査 
          特別委員会、民主党福岡県第４区総支部 幹事長 
      民主党福岡県連「青年・国民運動委員会」副委員長 
〔家族〕会社員の妻、４歳の長男、１歳の長女  
〔最近のおすすめ〕高校時代からファンの作家、平野啓一郎氏 
の初の長編恋愛小説「かたちだけの愛」は期待通りの世界観。 
巧みな筆致に感動。／九州国立博物館で開催された「草原の 
王朝 契丹」は美しい文化遺産の数々に目を奪われました。 
／県議会棟に行く車内で聞くエフエム福岡「モーニング 
ジャム」にはまってます。 

 

一
般
質
問
の
柱
は
「
地
域

共
生
型
介
護
の
あ
り
方
（
高

齢
者
福
祉
）
」
と
「
防
災
教

育
の
具
体
的
な
制
度
設
計
」

で
す
。
い
ず
れ
も
私
た
ち
の

生
活
を
守
る
た
め
の
重
要
課

題
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
分

権
改
革
の
意
味
合
い
も
あ
り

ま
す
。 

    

超
高
齢
社
会
化
が
進
む
中
、

地
域
に
お
け
る
在
宅
介
護
支

援
の
将
来
像
を
真
剣
に
考
え

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
国
の
制
度
か

ら
取
り
残
さ
て
い
る
「
宅
老

所
」
を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
す
べ
き
で
す
。
私
は
先
進

事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
「
国

の
姿
勢
に
関
わ
ら
ず
、 

みなさんと 
ともに― 

古賀での活動  
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9
月
議
会
の
終
了
後
、
10

～
11
月
は
、
福
岡
県
内
や
全

国
の
先
進
地
の
事
例
を
学
ぶ

た
め
、
所
属
会
派
や
委
員
会

、
個
人
の
視
察
を
充
実
さ
せ

ま
し
た
。
鹿
児
島
で
は
、
が

ん
の
粒
子
線
治
療
研
究
セ
ン

タ
ー
や
精
神
障
が
い
者
の
雇

用
に
取
り
組
む
出
版
社
、
学

力
・
体
力
で
幼
児
の
潜
在
的

な
力
を
引
き
出
す
保
育
所
へ

。
国
際
都
市
・
神
戸
で
は
災

害
に
備
え
た
多
文
化
共
生
を

学
び
、 

現場から学ぶ   農業、先端医療 

古賀竟成館高校の創立50周年記念式典にもお招きいた
だきました。出会ったのが、同校卒業生で古賀出身のシ
ンガーソングライター、一穂（いちほ）さん。彼女の歌声か
らは「生きる意志」を感じます。ぜひ、地元から盛り上げて
いきましょう！！ 

■サポーター登録のお願い 
 県議としての活動を多くの人に
知ってもらうため、皆さんのお力
を少しずつ貸していただきたく思
います。この県政報告をご近所や
お知り合いに配布していただける
方は、事務所（092-692-8510）に
ご連絡ください。 

■後援会から 
 後援会員を募集しています。入退会は自由。後援会は2010年12
月以降、ハガキなどの所定の用紙で登録いただいた方を会員とし、
田辺自身の執筆による「県政報告」を郵送しています。「政治家
には説明責任があり、自らの活動の詳細を有権者の方にお知らせ
する義務がある」との強い思いからです。会員に特段の義務は発
生しません。後援会規約をご所望の方、また会員であることが不
都合な方は事務所までご連絡ください。なお、これまで「対話集
会」にご参加いただいた方などにも県政報告を郵送しています。 

健
康
福
祉
ま
つ
り
で
 

地域共生介護 

〈①
地
域
共
生
型
介
護
〉 

 

県
が
独
自
に
そ
の
存
在
を

認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
問
題
提
起
し
ま
し
た
。 

 

知
事
は
「
地
域
共
生
型
介

護
は
今
後
ま
す
ま
す
必
要
」

と
問
題
意
識
を
共
有
し
、
宅

老
所
を
高
く
評
価
。
「
経 

営
の
実
態
や
地
域
で
果
た
し

て
い
る
役
割
を
十
分
把
握
し

た
い
。
地
域
共
生
型
介
護
の

望
ま
し
い
あ
り
方
を
描
き
な

が
ら
、
支
援
の
あ
り
方
を
検

討
し
た
い
」
と
約
束
し
ま
し

た
。 

 

東
日
本
大
震
災
で
は
、
平

時
の
防
災
教
育
が
子
ど
も
た

ち
の
「
主
体
的
な
避
難
」
に

つ
な
が
っ
た
釜
石
市
の
事
例

な
ど
が
報
告
さ
れ
、
文
部
科

学
省
の
有
識
者
会
議
も
新
た

な
防
災
教
育
の
あ
り
方
を
提

起
し
て
い
ま
す
。
田
辺
は

「
県
と
し
て
独
自
に
実
効
性 

 

の
あ
る
防
災
教
育
を
展
開
す

る
必
要
が
あ
り
、
『
研
究
指

定
校
』
の
設
置
を
検
討
す
べ

き
だ
」
と
求
め
ま
し
た
。 

杉
光
誠
教
育
長
は
「
小
中
学

校
に
お
い
て
研
究
指
定
校
を

設
け
、
効
果
的
な
指
導
方
法

や
今
後
の
防
災
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

く
」
と
明
言
し
ま
し
た
。 

〈
②
防
災
教
育
〉 

防災教育 

朝
の
駅
立
ち
で
挨
拶
 

 

文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン

ト
の
秋
。
母
校
・
古
賀
中
学
校

の
文
化
発
表
会
で
は
「
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
鑑
賞
し
、
私
も

ク
ラ
ス
一
丸
と
な
っ
て
練
習
し

た
思
い
出
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し

た
。
地
域
や
団
体
の
皆
さ
ん
が

主
催
す
る
文
化
祭
や
フ
ェ
ス
タ

、
健
康
福
祉
ま
つ
り
、
市
民
体

育
大
会
、
駅
伝
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
弓
道
の
射
会
、
古
賀
神

社
や
五
所
八
幡
宮
の
放
生
会
に

も
。
古
賀
市
市
民
劇
団
「

D
AIC

OON

」
の
公
演
は
感
動
し

ま
し
た
。 

 

日
々
、
古
賀
の
「
地
域
の
底

力
」
を
感
じ
て
い
ま
す
。
挨
拶

の
機
会
を
多
く
い
た
だ
き
、
感

謝
し
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
、
暴
力
追
放
古
賀 

市
民
大
会
で
は
、
県
議
会
が
策

定
を
進
め
て
い
る
飲
酒
運
転
撲

滅
条
例
、
9
月
議
会
で
成
立
し

た
改
正
暴
力
団
対
策
条
例
に
つ

い
て
説
明
。
住
民
全
体
が
参
加

し
た
東
校
区
の
防
災
訓
練
の
意

欲
的
な
取
り
組
み
に
も
敬
意
を

表
し
ま
す
。 

 

筵
内
区
の
農
業
現
場
の
視
察

が
、
地
域
の
ご
協
力
を
得
て
実

現
。
ま
た
、
河
川
や
海
浜
、
地

域
医
療
な
ど
に
つ
い
て
も
多
く

の
ご
要
望
を
い
た
だ
き
、
県
当

局
と
折
衝
し
て
い
ま
す
。
自
衛

隊
の
演
奏
会
、
中
川
区
の
子
ど

も
陶
芸
教
室
や
千
鳥
苑
の
お
茶

会
に
も
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
「

声
」
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 

地元出身 
一穂 の 

応援を！ 

子
ど
も
の
教
育
、
障
が
い
者
雇
用 

後援会は10月22日、県政報
告会「田辺かずき県議を囲
む会」を千鳥苑で開催しま
した。当日は、来賓の皆様
をはじめ多くの方に足を運
んでいただき、本当に感謝
しています。田辺からは、
これまで見えなかった県議
会の実態、分権改革のあり
方、県と市が連携しての問
題解決の重要性をお伝えし、
皆様との懇親も有意義なも
のとなりました。 

大
阪
で
は
関
西
経
済
連
合
会
を
訪
問

果
樹
振
興
議
員
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
農
業
総
合
試
験
場
（
筑
紫
野

市
）
や
Ｊ
Ａ
に
じ
園
芸
流
通
セ
ン
タ

ー
（
う
き
は
市
）
を
訪
ね
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
宮
崎
県
の
政
治
ス
ク
ー
ル

に
招
か
れ
、
分
権
・
政
治
改
革
な
ど

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。 

農業の新品種開発を現場視察 

田辺かずき県議を囲む会 

。 


